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Z209a GRAINE計画と 2018年気球実験
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我々は、高角度分解能および偏光観測を実現する大口径面積 (∼10m2)エマルションガンマ線望遠鏡を開発し、長時
間気球フライト繰り返しによる宇宙ガンマ線 (10MeV－ 100GeV)精密観測を目指す。この計画をGRAINE(Gamma-
Ray Astro-Imager with Nuclear Emulsion)計画と呼ぶ。
例えば、エマルションガンマ線望遠鏡が持つ大集光面積 (10m2)、広視野 (>2.2sr, 17.5% of all sky)、高い角度

分解能 (1.0deg@100MeV)、偏光感度、不感時間無しに基づき、突発発光天体に対して高い感度、高い光子統計
(エネルギースペクトル、光度曲線、偏光観測)、良い位置決め精度 (∼0.1deg@100photons)での観測が実現可能
であり、マルチメッセンジャー天文学への貢献が期待できる。
これまでに、地上における研究開発、2011年気球実験、2015年気球実験をおこない、エマルションガンマ線

望遠鏡気球実験による宇宙ガンマ線観測の実現可能性を拓いてきた。本講演では、GRAINE計画の概要および現
状、そして 2018年気球実験について報告する。


